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は じ め に

国際協力機構（JICA）は、2003年10月の独立行政法人としてのあらたな出発から２年余りを

経過いたしました。政府開発援助（ODA）の中心的な実施機関として、国民の皆様の期待に応

え、開発途上国の経済社会の発展と平和構築に真に寄与する協力を行うために、JICAでは、

「現場主義」「人間の安全保障」「効果・効率性、迅速性」を３つの柱として掲げ、組織・業務

の改革を進めています。

事業評価は、JICAが国民の皆様の理解と支持を得つつ、より効果的・効率的な事業を実施

していくための重要な手段です。このような認識のもと、JICAは上記改革の一環として、評価

の拡充・強化、事業改善に向けた評価結果の活用（フィードバック）の推進、評価結果の公表体

制の充実に取り組んでいます。

『事業評価年次報告書2005』では、JICAの事業評価活動と評価の拡充・強化に向けた取り組

みを報告するとともに、評価結果をどのようにフィードバックしているかの具体例を掲載して

います。

なお、評価結果の公表に関し、JICAでは2003年度からホームページを通じてすべての個別評

価結果を迅速に公表する体制を導入しております。これにあわせ、まとまった情報提供の媒体

である「事業評価年次報告書」では、個別評価結果の総括や、テーマ別の総合的な評価結果の掲

載を通じて、JICA事業が効果的・効率的に行われているのかを報告してきています。

本年度の報告書では、個別評価結果の総括として、昨年度に続いて外部有識者事業評価委員

会による２次評価結果を掲載しています。これは、JICAが主体となって実施した個別プロジェ

クトの終了時評価に基づき、評価の質を評価していただくとともに、第三者の視点で評価結果

を再検証していただいたものです。

また、総合的な評価結果としては、JICAが「人間の安全保障」のもとで取り組んでいる、

人々に届く援助やよりインパクトの大きな援助、さらに紛争後の支援の効果的な実施をテーマ

に行った、テーマ別評価結果の概要を報告しています。その１つとして、JICAにおける代表的

な国民参加型事業である青年海外協力隊（JOCV）事業の評価結果も掲載しています。

本報告書が、JICA事業に対する皆様のご理解をさらに深める一助となり、皆様からのいっそ

うのご支援につながるものとなりましたら、こんなにうれしいことはありません。

最後になりましたが、本報告書の作成にあたりご協力を賜りました、外部有識者はじめ多く

の方々に、改めて心より御礼申し上げます。

2006年３月

独立行政法人国際協力機構

理事　小島誠二
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『事業評価年次報告書2005』掲載の評価調査対象国・地域
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